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＜連絡事項＞
・特記事項無し。

＜患者様連絡事項＞
・木村　美智子様～2/20～2/22まで、ホリゾン注射液１０ｍｇ　２本/日　２分かけて緩徐に静注指示あり。

・河原木　宮子様～10:00療養環境変更目的にて東Cユニット6号室→南Aユニット114号室へ転出となる。

・赤石　陽介様～アリピプラゾールOD錠１２ｍｇ　Ⅰ×朝　追加し、臨時薬明日より３日分処方。

・池田　康憲様～こむら返り時の継続指示薬、６８ツムラ芍薬甘草湯エキス顆粒７回分処方。臨時薬ウルソデオキシコール酸錠(50)3T毎食後、３日分処方。

・城前　実様～便秘時の継続指示薬、センノシド(12)　７回分処方。

・佐々木　章洋様～不穏・不眠時の継続指示薬、リスペリドン内用液(0.5)　１０回分処方。

・土嶺　晴子様～咳嗽に対して、臨時薬明日より２９ツムラ麦門冬湯エキス顆粒３P　毎食後、３日分処方。

＜東病棟　入院・入室状況＞
【転出】
・平濱　カネ様：東Cユニット6号室→南Bユニット104号室
【退院】
・荒谷　拓行様：東Bユニット6号室より退院。
[bookmark: _GoBack]【ユニット移動】
・袴田　隆裕様～東Aユニット13号室　→　東Bユニット3号室

・中里　キヨヱ様～東Aユニット16号室　→　東Cユニット6号室

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・袴田　将志様～時間隔離中。開放中不穏行動や気分の高さは見られないが、飲水ペースが早いため、時間を開けて飲むように介入している。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善できるよう看護介入を行っていく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後とも１時間の開放観察を実施しているが、迷惑行為が頻回にあり、時間前に開放観察は終了している。自傷・危険行為は見られない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

・澤口　利香様～身体拘束中。食事の拒否は続いているが、間食にて補食している。要求の多さはあるが、不穏さはない。引き続き精神症状の観察を行い、早期の処遇改善を目指し看護介入・観察を行っていく。

[bookmark: _Hlk62478463]＜要注目患者様情報＞
・池田　康憲様～日課以外の時間は自室にて過ごされている。12：40足がつると訴えあり芍薬甘草湯1P服用。以降は落ち着いて過ごす。

・赤石　陽介様～各食全量摂取。日課以外の時間は。スタッフ対面時、自発的発語は無いが、声掛けには穏やかに応じられている。

・小笠原　ミネ様～各食自力で全量摂取、動悸の訴えあるが、バイタルサインの異常なし。11：20心気的訴えあり乳糖1P服用。その後の昼食は不食している。

・中山　真由美様～介入時の拒否強い。スタッフに対しても「自分の子供殺したでしょ。」等妄想様の言動著明で苛々の様子ある。食事は朝不食、昼は2/3摂取。服薬時被毒妄想様の言動ある。

・馬場　武夫様～各食自力で全量摂取、拒薬無し。徘徊や帰宅要求は目立たない。ホールで過ごし切迫した様子は無い。

・中里　キヨヱ様～朝食、昼食全量自力で摂取され、拒薬も無い。失見当識・理解力低下に伴う言動顕著。迷惑行為・問題行動は無い。

・中島　モト様～各食全量摂取。余暇は自室で過ごされているが、日課は表情穏やかに行っている。他者交流は見られないが不安の訴えも無し。

・木村　美智子様～通常バイタルサインは特変なく経過する。酸素飽和度100％維持しており、11:00から酸素3Lとする。時々下方凝視、四肢硬直みられ、全身の痙攣発作もあり。大発作時酸素飽和度85％までの低下みられるが、15秒程度で回復し、その後100％を維持している。口腔、鼻腔からの透明水様性喀痰多量に吸引するも多量に口腔からの流涎もあり。四肢硬直により点滴の刺し替えも数回行う。14:00指示のホリゾン筋注後は通常時の全身は脱力みられ、痙攣の大発作の頻度は減少している。

＜措置入院患者様情報＞
・藤井　崇史様～他者との関わりにて苛々することがあり頓服薬にて対応している。直接的なトラブルはないが、女性患者への干渉は続いている。引き続き、精神症状を観察し措置の解除に向けた働きかけを行っていく。

